
１. は じ め に

世界労働安全衛生会議は，I L O（国際労働機

関）および I S S A（国際社会保障協会）の２つの

国際機関の共同主唱によって，1955年イタリアの

ローマで第１回の会議が開かれた。以来，３年に

１回，その都度異なる国において開催されてきた

ので，半世紀に近い歴史を有していることといえ

る。

第16回目にあたる今回の会議は，前回のサンパ

ウロ（ブラジル）から舞台をオーストリアの首都

ウィーンへ移し，昨年，５月26日～31日の６日間

を会期として開催された。会議は，前記２つの国

際機関に地元のオーストリア労働者補償会議およ

びオーストリア社会保障協会連合が加わって計画

され，準備作業がすすめられてきた。

ウィーンの郊外（市の中心部から東北に約５

K m，ド ナ ウ 川 を 渡 っ た と こ ろ）に U N O

C IT Y（国連都市）というところがある。IA EA

（国際原子力機関）などのモダンなどなビルが立

ち並び，ニューヨーク，ジュネーブに次ぐ第３の

国連都市と呼ばれているところである。会場にあ

てられたのは，その一角にあるオーストリアセン

ターウィーンであった。国際会議にふさわしい場

所であったといえる。

安全衛生についての国際的関心の高まりを反映

し，参加国および参加者の数は，回を重ねるごと

に増加していたが，今回は，参加国は81ヵ国と前

回を上回ったものの，参加者は，約2,500名と若

干の減少をみた。わが国からは，厚生労働省，研

究機関，労働災害防止団体，企業，労働組合など

から約30名が出席し，パラレルセッションにおい

て９名がプレゼンテーションを行った。今回はじ

めて行われたラウンドテーブルディスカッション

において２名がパネリストをつとめ，ポスタープ

レゼンテーションには３名が出展した。

会議においては，国際社会が共通して関心を持

っている問題がその都度，スローガンの形で取り

上げられているが，今回のそれは， イノーベー

ションと災害防止 であたった。 技術革新がす

すむ中でいかにして安全衛生を確保するか とい

う趣旨である。このスローガンを基調につぎのよ

うなことがらについてプレゼンテーションや討議

が行われた。

⑴経済のグローバリゼーションがすすむ中で労

働安全衛生を推進するためには，どのような取組

みが必要か

⑵特に効果的なのは，どのような手法，どのよ

うな戦略か

⑶どのようなアプローチが成功をおさめるか

⑷どのような道を探るべきか

⑸事業場内における災害防止に，伝統的なアプ

ローチを今なお正しいのか，あるいは複雑な相互

作用を 慮に入れるべきか

このような え方の下につぎの５つのテーマが

選ばれた。

①変化を遂げる世界の労働

②労働災害防止の手法およびツール
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③労働災害防止に関する組織的および行政的な

局面

④中小企業における労働災害の防止

⑤発展途上国における労働災害の防止

２. 開 会 式

開会式は，第１日目の午後４時から３階の大ホ

ールにおいて歓迎カクテルパーティに先立って，

音楽の都 といわれるだけあって，他の国では

えられないような趣向が凝らされており，子供

たちのドラム演奏，ドナウ国際学校の児童たちの

コーラスによってはじめられた。会議の実行委員

長が開会のことばを述べた後，オーストリア労働

者補償会議議長はじめ12名が次々と登壇して歓迎

のスピーチを行った。

その間にウィーン交響楽団婦人管弦楽団の演奏

が５回入った。ウィーンならではの演出に参加者

は，時の経つのを忘れた。最後に イノーベーシ

ョンと世界の労働やリスクが変化する中での災害

防止 についてのコメントがあり，ドナウ国際学

校の児童たちによるコーラスとウィーン交響楽団

婦人管弦楽団の演奏によって約２時間にわたる音

楽色ゆたかなプラグラムが終った。

つづいて歓迎カクテルパーティがはじまり，同

行の御夫人たちをまじえ，３年ぶりの国際的交流

が和やかなムードの下に行われた。

３. セッション

セッションは，第２回から第５回までの４日間，

全体会議とパラレルセッションの２本建てですす

められた。

⑴ 全体会議

全体会議においては，つぎに掲げるテーマにつ

いて基調講演がなされた。

①第２日目

⒜社会および労働における基本的な変化 リス

クの分析，リスクコミュニケーション

⒝労働者の健康および安全への影響

②第３日目

労働災害防止についての手順およびツール

③第４日目

⒜グローバリゼーションがすすむ中での中小企

業特有の問題 それらを解決できる可能性と方

法

⒝労働災害防止の分野における発展途上国から

のニーズと要求

④第５日目

労働災害防止に関する行政的および組織的局面

これらの基調講演を踏まえ，それぞれ３～４の

パラレルセッションが行われた。

I L O のタカラ安全作業部長は，当初の日程を

くり上げ，第２日目の全体会議の冒頭報告を行っ

た。その中で同部長は， 労働者の安全と健康は

人間安全（ヒューマン・セキュリティ）の一部の

一部であり，労働者の権利を守るための先導的国

連機関として，I L O は，これまで労働安全衛生

の推進について主唱し，かつ，行動の先頭に立っ

てきた。 安全作業 は健全な経済ポリシイであ

るだけでなく，人間にとっての基本的権利であ

る というアナン国連事務総長の講演 中のこと

ばを引用しながら I L O が，この世界的な課題に

取り組んでいる中での主要な事項として，つぎの

２つをあげた。

⑴国際基準の制定

⑵労働安全衛生および環境の保護に重点をおい

たプログラム（安全作業）の推進

注）安全作業は，つぎの５つのエレメントから

なっている。

①労働衛生および環境の保護

②労働安全

③労働者の健康増進および快適作業環境の形成

④監督制度の拡充

⑤国際労働安全衛生情報センター（C IS）活動

の充実

同氏は，また，これからの戦略として伝統的な

手法のほか，労働安全衛生マネジメントシステム

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎海 外 情 報
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の根本方針に基づき，つぎのような新しい補充的

な作戦を展開すると述べた。

① IOL -OS H M S 2001 労働安全衛生マネジメ

ントシステムに関するガイドライン を事業場レ

ベルにおいて，それぞれの実態に対応して適用す

る。

②地域別，国別および国際レベルにおいて

I L O2001の根本方針〔P D C A（計画

実施 評価 改善）〕に基づくアクションプログ

ラムを作成する。また，三者（労，使および学識

経験者）間の協力体制を確立する。

③加盟国において，つぎのことがらを含めた安

全作業プログラムが作成され，実施に移されるよ

う努力する。

◯ⅰ国の基本方針

◯ⅱ 組織（使用者，労働者およびその他の協力

者）

◯ⅲ実行計画を合意された指標によって評価でき

るようにする。

◯ⅳ実行にあたっては，前記の伝統的手法（P

D C A）のほか，内部監査並びに必要に

応じ，基本方針，組織および計画の修正などを

行う。

⑵ パラレルセッション

パラレルセッションにおいては，あたえられた

テーマについてより具体的なプレゼンテーション

が行われた。

筆者が議長をつとめたセッション（テーマ：災

害防止についての行政的および組織的局面）にお

いては，①労働監督機関の機能をさらに補強する

とともに，監督官に対する教育を強化すること，

②監督官の増員を図ること，③機械の防護，化学

物質の表示などの伝統的な対策についてより効果

的な手法を開発すること，④メンタルストレス，

疲労，心理的事項，作業の性質に関連がある問題

など新しい事案については，新しい危険性を早急

に解明し，実際の問題に対応できるような監督手

法を開発すること，⑤労働安全衛生法制の順守の

確保および成果の向上を図るため，◯ⅰ安全教育を

免許の要件に組み込む，◯ⅱ労働安全衛生について

の知識の付与を職業訓練コースに組み込む，◯ⅲ労

働者災害補償保険の料率改正を通じて災害防止に

関するインセンティブをあたえる，◯ⅳ労働安全衛

生マネジメントシステムの確立を政府との契約の

必須事項とする，◯ⅴ産業別の評価計画を作成する，

◯ⅵ産業別の表彰その他の顕彰制度をつくるなどの

対策を推進することなどが強調された。

今回の会議にあたっては，セッションの運営に

関し，つぎのような新しい措置が講じられた。

⑴ 時間の制約からセッションの中での質疑応

答は事実上むつかしいという状況を勘案，セッシ

ョン終了後 スピーカーとの対話コーナー が設

けられたこと。

このコーナーでは，スピーカーの全員が待機し，

直接出席者からの質問あるいは意見に応答した。

（あたえられた時間は約30分）

⑵ パラレルセッションで取り上げられたテー

マについてラウンドテーブルディスカッションが

行われたこと。

これは，いわゆるパネルディスカッションで，

筆者は グローバリゼーションがすすむ中でいか

にして斉一な安全衛生条件を確保するか という

テーマについてのラウンドテーブルディスカッシ

ョンにパネリストとして参加した（メンバーはア

メリカ，中国，I S S A および日本から各１名，司

会者は EU 代表）

パラレルセッションのテーマとしては，時代の

ニーズを反映し，情報とコミュニケーション，リ

スク分析およびその結果と実行，中小企業におけ

る労働災害防止対策，労働安全衛生マネジメント

システム，行政的および組織的な災害防止の取り

組み，発展途上国における労働災害防止対策など

が目立った。同時に農林業における中小企業対策，

安全衛生の経済学，資格制度の理念と労働災害の

防止，ストレスと暴力 リスク評価と管理方法と

いったテーマもあり，多岐にわたっていた。

また，特別セッションにおいては EU（ヨー

ロッパ連合）における労働安全衛生に関する新し

い政策 についての発表があった。
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４. ワークショップ

①筋骨格系災害の防止について

②ヘルスケア分野 衛生サービススタッフのた

めの災害防止に関する手法，手順およびツー

ル

③ヘルスケアにおける人力作業 リスクおよび

ヘルスケア従事者のための災害防止

④職場でのストレス

⑤騒音対策

⑥リスク管理とライフスタイル 青少年の安全

衛生対策を改善するための新しいインセンテ

ィブ

⑦中小企業における労働災害防止を促進するた

めのインセンティブ どのような行政組織あ

るいは経済モデルが災害防止対策の促進に寄

与するか

⑧中小企業とのコミュニケーション どのよう

なコミュニケーションモデルが成功をおさめ

るのか，どのような戦略および手段が必要か

⑨事業場としての目標および意思決定にあたっ

ての安全衛生の組込み

発展途上国における労働衛生サービス

動機づけ，コミュニケーションおよび教育の

ための新しい方法および手段

５. その他のイベント

⑴ ポスタープレゼンテーション

オーストリアセンターウィーンの２階において

第２日目から最終日までテーマを変えながらポス

ターによるプレゼンテーションが行われた。パラ

レルセッションのテーマと同じ区分にしたがって

小間が設けられ，約400点の作品が展示された。

ポスタープレゼンテーションは，図表，写真な

どを通じて研究や調査の結果を発表するもので，

視覚に訴えることができるうえ，一定期間展示さ

れ，かつ，出展者がそのコーナーにつめていて直

接質問や意見に応じてくれるという特徴があり，

人気があった。

国際会議は，前記の口述セッションとこのポス

タープレゼンテーションの２本建てが多い。今後

はポスタープレゼンテーションへも日本からの積

極的参加をのぞみたい。

⑵ 労働安全衛生展示会

オーストリアセンターウィーンに隣接した建物

内において第２日から第４日までの３日間開催さ

れた。保護具，作業衣などのほか，教育用器材，

参 図書，その他ハード・ソフトの両面にわたっ

て最新の安全衛生関係製品や技術が紹介されてい

た。中には，ビデオを通じて製品の紹介を行った

り，モデルを使って実演をしたりしているところ

もあり，連日，参観者で賑っていた。

今回，わが国からの出展はなかったが，日本の

製品についての国際的認識を深めることができる

場でもあるので，次回からは，わが国からの出展

によっていくつかの小間が占められるようになっ

て欲しいと思っている。
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⑶ 国際フイルムおよびマルチメディアフェス

ティバル

世界労働安全衛生会議のプログラムの１つとし

て I S S A の３つの部会（①電気，ガス，長距離暖

房，水，②情報並びに③教育および訓練）が

I L O との共催により毎回行っているものである

が，今回は，第２日目の夕方から第５日目の夕方

までオーストリアセンターウィーン内において行

われた。

この間，参会者は，オーストリアセンターウィ

ーン内の映画館において選んだフイルムを見るこ

とができたほか，フイルムまたはビデオを借りて

ビデオコーナーで見ることも可能であった。

６. 閉 会 式

閉会式は，最終日の11時30分から13時30分にわ

たり，３階の大ホールにおいて行われた。

まず，マクルニス博士が イノーベーションと

災害防止 タイタニックの甲板からの眺め と

題し，30年以上医師として超深海で作業を行う潜

水士の健康および安全に携ってきた経験をもとに，

このようなリスクの高い環境における人間の行動

についての健康および安全の確保に関し興味深い

講演を行った。同博士は，タイタニック号探査の

ため，北極で潜水作業を行ったグループの一人で

もあり，映像を用いながらの報告は，感銘深いも

のがあった。

その後，国際フイルムおよびマルチメディアフ

ェスティバルの入賞者に対する表彰および優秀作

品の上映が行われた。

最後に実行委員長が 第16回世界労働安全衛生

会議 概観，主要な焦点，成果，今後の方向 と

いうテーマで会議の総括を行い，６日間にわたる

プログラムを終えた。

７. 感 想

⑴セッションにおけるプレゼンテーションやポ

スタープレゼンテーションにおける展示は，大学

や研究機関の関係者によるものが目立ったが，今

後は企業レベル，安全衛生団体，コンサルタント

などの活動事例の発表をもっとふやしたい。

⑵セッションのプレゼンテーションでは，もっ

ぱらパワーポイントによるコンピュータ映像が用

いられていた。発表内容を CD -R OM 化して配布

している人もみられた。I T 時代の感を深くさせ

られた次第である。

⑶会議第５日目の夕方，ウィーン市のシティホ

ールで開かれたナショナル・イブニングでは，イ

ンドナショナルセーフティカウンシルのグプタ氏，

タイ労働保護福祉省のチャイニース氏などと旧交

を温めることができ，また新たに多勢の外国の人

たちと友交関係を持つことができた。国際会議は，

国際親善を深める場でもある。その機会をできる

だけ大事にしたいと思っている。

⑷今回の会議では，経済のグローバリゼーショ

ンが進む中で，いかにして斉一な安全衛生条件を

確保するかといろいろ議論された。生産，品質，

安全衛生の三者の間には，一体不可分の関係があ

る。安全衛生対策の推進は，生産性の向上，品質

管理の改善にもつながることを忘れてはならない。

管理体制の整備，設備の安全化，安全衛生教育の

充実などにいっそうの努力が求められるゆえであ

る。

⑸安全衛生に南北問題は許されない。国際社会

における日本の立場を えれば，発展途上国に対

する情報の発信，技術支援，その他の国際活動に

ついて，これまで以上の努力が求められている。

安全衛生のグローバリゼーションなくして経済

のグローバリゼーションなし ということを銘記

すべきである。
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